































ア諸国と日本の現状について先行研究から整理し、第 2 には論者が 2015 年秋に訪
問した台湾のソーシャルミニストリーをケーススタディとして取り上げ、第 3 には
論者の所属する東京基督教大学（以下は「本学」）での「国際キリスト教学専攻と
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を境に人口減少社会に入ると言われている。中国 ･ 韓国 ･ 台湾は、合計特殊出生
率が日本よりも低く、台湾では 2010 年には一時期 0.895 にまで落ち込み、少子化
が進んでいる6。高齢化率7％の高齢化社会から14％の高齢社会へ移行するスピード
は、フランス 115 年、スウェーデン 85 年に対して、日本は 25 年、中国は 26 年と
ほぼ同等、台湾は 23 年、韓国は 18 年、タイは 20 年と日本をしのぐスピードで高
齢化していく 7。中国の場合は、老年人口の規模が 2015 年時点で 1.36 億人と桁違い
に大きく、地域格差が大きい。中国は、計画出産政策で農村部より都市部で高齢化
が顕在化してきたが 8、昨今は都市への出稼ぎ労働者が 2.4 億人もおり、若年層が多
いために農村での高齢化問題が深刻である。経済格差も大きく、「未富先老」（近代
化よりも高齢化が先行）が現実化している 9。




の深い韓国 ･ 中国 ･ 台湾に絞って高齢化に対する政策動向を概観する。
⑴　韓国の高齢化対応の政策動向
　韓国は、2005 年に合計特殊出生率が 1.08 まで下がり、さらに高齢化率 14％の高











8　  沈潔『中華圏の高齢者福祉と介護』ミネルヴァ書房、2007 年、14 頁






































































































































25　2016 年６月 19 日第 15 回日本ケアマネジメント学会北九州大会シンポジウム報告より。
26　宮本、前掲書、53 頁























































































































































































































































⑵   「ソーシャルワーク専門職の国際定義」
　「支援」という枠組みで福祉 ･ 国際の領域を横断的に捉える取り組みをする中で、











39　ダンビサ ･ モヨ『援助じゃアフリカは発展しない』東洋経済新報社、2010 年
40　公益法人日本社会福祉士会公式ウェブサイト https://www.jacsw.or.jp/06_kokusai/IFSW/






















































































































































ク ･ 質問。③ 実習後の総括レポートとプレゼンテーションの内容。他の履修生へ
のフィードバック ･ 質問。
〈準備学習等に必要な時間〉

















































































































































Vol. 35-No. 3、相川書房、2009 年）を参照のこと。
